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（１）５・６年算数科学習指導案及び反省 
 

第５・６学年 算数科学習指導案 

平成２６年６月３０日（月）５校時 

５年生２名 ６年生２名  

指導者  渡辺 昌幸   
 

（第５学年） 

１.単元名 

形も大きさも同じ図形を調べよう 

 

２.指導観 

本単元の内容は、学習指導要領では（Ｃ図形

（１）図形について、観察や構成などの活動を

通して、平面図形についての理解を深める。イ

図形の合同について理解すること。ウ図形の性

質を見出し、それを用いて調べたり構成したり

すること）と位置付けられている。 

児童は、平面図形について、第３学年では三

角形のうち二等辺三角形と正三角形の定義、性

質や作図について学習してきた。また、角につ

いては２本の半直線が作る平面図形としての

角を定義し、二つの辺の開き具合によって形が

違うなど、基本的な図形の観察に関連して、形

としての角の概念について学習してきた。 

第４学年では、形としての角の見方から一歩

進めて、回転による半直線の開きの量としての

角を扱っている。また、四角形については、台

形、平行四辺形、ひし形の定義、性質や作図に

ついても学習してきた。また、合同な図形につ

いては、明確に意識はしていないが、折り紙を

折ったり、切ったり、色板並べをする中で、あ

るいは、正方形や長方形、二等辺三角形の学習

の際に、対角線や線対称の軸で二つに切ると、

形も大きさも同じ図形ができるといった経験

をしてきている。 

本単元では、これらのことを踏まえて、合同

という視点で図形を考察する。まず、図形を重

ね合わせる活動を通して、二つの図形がぴった

り重なるとき、この二つの図形は合同であると

定義する。また、対称移動（裏返し）した形も

合同であることをおさえる。そして、合同な図

形を構成要素に着目して考察することにより、

対応する辺の長さや対応する角の大きさがそ

れぞれ等しいことを見出し、「ぴったり重な

る」ことを数学的にとらえなければならない。 

本学級の児童は、どの教科においても意欲に

むらがあり、積極性が乏しい。そのため単元の

導入の際には充分な配慮が必要である。また、

男児においては、定規を使ったり分度器を使う

ことが苦手である。そのため、指導の中では、

（第６学年） 

１.単元名 

形の特ちょうを調べよう 

 

２.指導観 

本単元の内容は、学習指導要領では（Ｃ図形

（１）図形について、観察や構成などの活動を

通して、平面図形についての理解を深める。イ

対称な図形について理解すること）と位置付け

られている。 

児童は、基本的な図形には、三角形や四角形、

正多角形、円などがあり、これらの図形の性質

やかき方などを学んできた。さらに垂直や平行、

合同といった観点からも図形を考察してきた。 

また、低学年の時から色板を並べたり、色紙

を重ねて切ったりする具体的な操作を通して、

対称な形にふれてきている。人間は自然に建造

物などを目にすることが多く、安定性のある均

整のとれた美しい形として日常生活の中でも親

しんでいる。 

このような学習経験を踏まえて、本単元では、

対称な形について観察したり、具体的な活動を

したりして、線対称や点対称な形の性質やかき

方を学習する。また、対称性という観点から基

本的な図形を見直すこともする。 

その際、対称な形の性質を考察したり、その

性質を活用して弁別や作図をしたりすることを

通して、概念の明確化を図るとともに、図形の

持つ美しさを感じとることができるようにす

る。 

なお、第５学年で学習した「合同」との関連

を図りながら、「対応する点」「対応する辺」

などの用語について繰り返しおさえるようにす

る。 

また、線対称と点対称を関連付けながら学習

を進めることで、それぞれの特徴を理解してい

けるようにしたい。 

さらに、基本的な図形や正多角形について、

対称性に着目して性質を考察し、表にまとめて

整理することも、図形の理解をいっそう深める

という面から重視したい。 

本学級の児童においては、真面目にこつこつ

とよく努力するが、作業に時間がかかり、時に

雑な活動になってしまうことがある。また、基



 ２－２ 

作業をする際にどの部分に力をいれて押さえ

れば作業がスムーズにでき、正確な作図ができ

るかについても習得させたい。 

また、単元の中でＩＣＴを効果的に使うた

め、準備やタイミングに配慮し、指導に生かさ

なければならない。そのことによって、合同に

ついて視覚的にとらえ、理解が深まると考えて

いる。 

また、ペア学習により自分の意見を相手に分

かりやすく伝える工夫や、自分の考えを分かり

やすくまとめてかいたり、発表できる力を身に

つけさせたい。 

さらに、合同な三角形をかくためには、正確

な作業が必要であることにも気づかせたい。 

 

３.単元の目標 

図形の合同の意味や合同な図形の性質など

について理解し、合同な図形をかくことを通し

て、平面図形についての理解を深める。 

 

４.本単元の学習の関連と発展 

省略 

 

５.単元の評価規準 

関心・意欲・態度 

合同という観点で図形の性質を見直したり、対

角線に着目してできている図形をとらえたりし

て、学習に生かそうとしている。 

数学的な考え方 

合同という観点から、図形の形や大きさを決め

る要素について考え、とらえたりしている。 

技能 

必要な、対応する辺の長さや角の大きさを決め

る要素について考え、とらえたりしている。 

知識・理解 

図形の合同の意味や、合同な図形の性質につ

いて理解している。 

 

６.指導計画（全８時間・本時４/８） 

省略 

 

７.本時の指導（本時４/８） 

(１)目標 

・合同な三角形をかくのに、すべての構成要

素を調べる必要がないことを理解すること

ができる。 

(２)評価規準 

（考）合同な三角形のかき方を考え、どの辺

の長さや角の大きさを使ってかいたかを説

本的な力は身についているが、応用的な問題に

対しては弱さを感じる。 

特に、どの学習においても問題をしっかりと

読みとり、的確な答えを導き出すのが苦手であ

る。 

そのため、本単元の学習を通して、問われて

いることは何かをはっきり理解し、その答えに

対してしっかりとした根拠を持ち、答える力も

身につけさせたい。 

また、単元の指導においては、ＩＣＴを活動

に取り入れることにより、相手の考えと自分の

考えを比べ、相違点に気づき、さらにより深い

思考力を養いたい。 

 

 

３.単元の目標 

対称な図形の観察や構成を通して、その意味

や性質を理解し、図形に対する感覚を豊かにす

る。 

 

４.本単元の学習の関連と発展 

省略 

 

５.単元の評価規準 

関心・意欲・態度 

対称な図形の美しさに気づき、身の回りから対

称な図形を見つけようとしている。 

数学的な考え方 

対称という観点から既習の図形を見直し、その

性質をとらえて、図形に対する見方を深めようと

している。 

技能 

線対称、点対称な図形をかくことができる。 

知識・理解 

線対称、点対称な図形の意味や性質について

理解している。 

 

６.指導計画（全１３時間・本時２/１３） 

省略 

 

７.本時の指導（本時２/１３） 

(１)目標 

・線対称な形と対称の軸の意味について理解

を深めることができる。 

(２)評価規準 

（関）線対称な形の美しさに気づき、身の回

りから線対称な形を見つけようとしてい

る。 



 ２－３ 

５学年   ６学年 

 支援（・）評価（□） 学習活動    支援（・）評価（□） 学習活動 

課

題

把

握 

･合同な三角形は、対

応する三つの辺の長

さ、対応する三つの角

の大きさが等しいことを

確認する 

1．問題をとらえる 

P65 の問題文や三角

形の図を見て問題をと

らえる 

 

 

 

2．本時のめあてを確認 

する 

三角形ABCと合同な三

角形 DEFのかき方を考

えよう 

  

課

題

把

握 

･前時を想起させる 

･折って重ねると、辺の

長さや学の大きさをはか

らなくても、大きさを比べ

ることができることに気

づかせる 

1．A、M、E の形に共通

する特徴について想起

する 

･二つ折りにするとぴっ

たり重なったり、折り目

の両側の形が合同、折

り目の両側は向きが逆

の同じ形であることを振

り返る 

2．本時のめあてを確認

する 

線対称について考えよ

う 

 

 

自

力

解

決

・

練

り

合

い 

･かき方の見通しをもた

せる 

 

 

 

 

 

･既習を振り返りながら、

辺の大きさを測定する

必要があることを意識さ

せる 

･三角形は三つの頂点

の位置が決まれば形と

大きさが決まることをとら

えさせる 

･見通しが立っている児

童には、その方法で作

図させるとともに、どこの

辺の長さや角の大きさ

を使ったかを発表させ

ながら明記するように助

言する 

3．頂点Dの位置を決め

ればよいことをおさえ、

できるだけ少ない条件

で決め方を考える 

･合同な三角形は対応

する三つの大きさが等

しいことを確認する 

･かき方の見通しを持

つ。 

･直線 EF を与え、二つ

の頂点 E、F が決まった

ことをおさえる 

･あとは頂点 Dの位置を

決めればよいことをおさ

え、できるだけ少ない条

件で決め方を考える 

  

自

力

解

決

・

練

り

合

い 

･D は線対称であること

をつかませる 

･D に対称の軸をかか

せ、対称の軸について

理解する 

※ICTを活用する 

･なぜ、線対称にならな

いかを表現させる 

･線対称な形でできてい

るものの写真をいろいろ

準備して提示し、その安

定性や機能性、均整の

とれた美しさについて話

し合わせる 

 

 

□線対称な形の美しさ

に気づき、身の回りから

線対称な形を見つけよう

としている 

3．D、N が線対称な形

か考える 

･Dは横に折るとぴったり

重なる線対称な形だと

いうことをつかむ。また、

対称の軸が横向きであ

ることもつかむ 

･N はどのように折っても

ぴったり重ならないこと

をつかむ 

4．線対称な形のものの

写真を見て、そのよさや

美しさについて話し合う 

･飛行機は線対称な形

になっていることに気づ

いたり、線対称はバラン

スがよいということに気

づく。 

5．身の回りから線対称

な形を見つける 

･地域の中から線対称な

形を探す 

 

 

ま

と

め 

□合同な三角形のかき

た方を考え、どの辺の

長さや角の大きさを使

ってかいたかを説明し

ている 

□すべての構成要素を

使わなくても合同な三

角形がかけることを理解

している 

4．とも学びについて発

表する 

･リーダーが中心となり、

二人が発表する 

･三種類の方法につい

て発表する 

5．授業の感想を発表

する 

  

ま

と

め 

･対称の軸のある線対称

について理解し、問題

が解けるようにする 

6．地図記号の中から線

対称な形を探す 

 

 

 

 

 

 

 

7．答えを発表する 
 

適

用

問

題 

 6．適用問題⑥の 5に取

り組む 

･一人学び 

7．授業評価表を書く 

8．次時の予告 

 ･わかったことを整理して

発表できるようにさせる。 

8．感想を発表する 

･ペアの発表に対して感

想を言う 

9．授業評価表を書く 

10．次時の予告 

 

 

明している。 

（知）すべての構成要素を使わなくても合同

な三角形がかけることを理解している。 



 

 


